
ハ
イ
パ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
東
京
の
事
業
展
開

渡
邊
隆
社
長
に
聞
く

売上増と利益率改善にも寄与

集客部門の人手不足を解消



食研博！　～後編～

パナソニック産機システムズ

「ＬＶ」シリーズ順次発売
業 務 用
冷凍・冷蔵庫　業界トップクラスの省エネ性能

ＡＩ時代でも揺るがない経営の本質



出
張
泊
数
は
年

泊

Ａ
カ
ー
ド
調
べ
　

昨
年
よ
り
１
泊
減
少

渡邊隆社長

熱がこもる旅館との打ち合わせ

ハイパークリエションのロゴ

　
株
式
会
社
ハ
イ
パ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
東
京
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
宿
泊
施

設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
集
客
支
援
を
展
開

す
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
状
況
の
中
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
頼
る
宿
泊
施
設
は
多

く
、
導
入
実
績
は
全
国
で
延
べ
４
０
０
軒
以
上
だ
。
同
社
が
支
持
さ
れ
る
理
由
や
、

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
な
ど
を
代
表
取
締
役
の
渡
邊
隆
氏
に
聞
い
た
。

　

事
業
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
き
っ
か
け
を
。

　
「
今
ま
で
旅
行
会
社
と
Ｏ

Ｔ
Ａ
に
勤
務
し
、
宿
泊
施
設

の
集
客
に
携
わ
る
業
務
を
多

数
手
掛
け
た
が
、
施
設
は
施

策
を
考
え
て
実
際
に
動
け
る

現
場
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い

と
思
い
、
そ
の
業
務
を
支
援

す
る
必
要
性

を
感
じ
た
。


年
前
に
起

業
し
た
が
、

遠
隔
で
の
業

務
が
可
能
な

環
境
が
整
っ

た
こ
と
も
大

き
い
」

　

旅
館

・
ホ
テ
ル
の

現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る

か
。

　
「
宿
泊
業

は
飲
食
業
同

様
、
人
手
不

足
率
が
全
業
界
別
で
極
め
て

高
い
う
え
、
新
た
な
人
手
の

確
保
も
難
し
く
離
職
率
も
引

き
続
き
高
水
準
だ
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
宿
泊
施
設
に
提
供
し
て

い
る
が
今
、
最
適
と
思
わ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
よ
る
集
客
支
援
だ
。
乱
立

す
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
Ｗ
Ｅ

Ｂ
集
客
の
術
が
こ
れ
だ
け
進

化
す
る
と
、
自
力
で
ど
こ
ま

で
業
務
を
行
う
か
の
判
断
は

難
し
い
。
こ
れ
ま
で
『
外
部

委
託
』
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
が
、
専
門
性
が
高
い
が

ゆ
え
の
集
客
増
に
加
え
、
何

よ
り
そ
の
部
門
の
人
手
を
カ

バ
ー
で
き
る
。
そ
の
た
め
売

上
増
と
と
も
に
利
益
率
が
大

き
く
改
善
し
た
と
い
う
声
も

多
く
聞
く
」

　

宿
泊
施
設
か
ら
評
価

さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
販
促
（
特
集

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
広
告
な

ど
）
へ
の
参
画
判
断
だ
。
結

果
に
つ
な
が
ら
な
い
安
売
り

や
費
用
は
抑
え
る
べ
き
だ

が
、
逆
に
裏
付
け
を
も
っ
て

参
画
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
１
～
２
年

で
手
数
料
が
増
大
し
た
Ｏ
Ｔ

Ａ
も
目
立
っ
て
お
り
、
た
だ

言
わ
れ
る
が
ま
ま
い
つ
も
の

内
容
で
企
画
に
乗
る
の
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
毎
回
の

効
果
検
証
を
行
う
べ
き
だ
」

　
「
当
社
は
、
担
当
が
宿
泊

施
設
へ
定
期
的
に
直
接
出
向

い
て
打
ち
合
せ
を
し
、
加
え

て
日
々
の
メ
ー
ル
や
電
話
で

や
り
と
り
を
行
う
。
作
業
ス

タ
ッ
フ
も
数
多
く
控
え
て
お

り
、
作
業
完
了
ま
で
の
動
き

が
迅
速
と
評
価
さ
れ
て
い

る
」

　

具
体
的
な
実
績
は
。

　
「
最
も
大
き
な
成
功
事
例

の
一
つ
は
、
関
西
に
あ
る
約


室
の
温
泉
旅
館
。
代
替
り

の
過
渡
期
に
団
体
客
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
個
人
客
を
重
視

し
た
戦
略
に
変
更
。

Ｈ
Ｐ
と
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
ペ

ー
ジ
を
刷
新
し
、
さ

ら
に
口
コ
ミ
内
容
を

も
と
に
し
た
満
足
度

向
上
策
を
施
し
た
結

果
、
単
価
が
約
１
万

２
０
０
０
円
か
ら
２

万
円
へ
上
昇
。
売
り

上
げ
は
２
・
５
億
円

か
ら
５
・
６
億
円
に

大
き
く
拡
大
し
た
」

　

新
サ
ー
ビ
ス

の
リ
リ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
る
。

　
「
施
設
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
Ｅ
Ｃ
支
援
だ
。
実
際
に

複
数
施
設
か
ら
相
談
が
あ
り

今
年
中
に
稼
働
し
た
い
。
お

せ
ち
料
理
や
地
元
で
採
れ
た

山
海
の
幸
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
や
洋
菓
子
の
ほ
か
コ
ス

メ
類
な
ど
。
物
販
が
稼
ぎ
の

チ
ャ
ネ
ル
に
加
わ
れ
ば
、
短

期
の
売
り
上
げ
は
も
ち
ろ

ん
、
中
長
期
的
な
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
も
寄
与
で
き
る
」

　

最
後
に
宿
泊
施
設
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
当
社
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
は
思
う
が
、
課
題
を

解
決
で
き
る
か
ど
う
か
の
相

談
レ
ベ
ル
で
も
構
わ
な
い
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
」

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ハ
イ

パ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
東
京

☎
０
３
（
５
８
２
９
）
８
５

１
５
。

　
日
本
食
研
展
示
会
の
続

報
。
中
華
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
食
研
仕
込
」
の
素
材
と
、

同
社
が
誇
る
「
食
研
ブ
ラ
ン

ド
」
の
ソ
ー
ス
で
作
っ
た
エ

ビ
チ
リ
と
レ
バ
ニ
ラ
炒
め
を

振
る
舞
っ
て
い
た
。
素
材
と

ソ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も

簡
単
に
調
理
で
き
て
し
ま
う

優
れ
モ
ノ
で
あ
る
。

　
次
は
天
ぷ
ら
。
保
水
処
理

を
せ
ず
、
甘
み
や
う
ま
味
が

強
い
伸
ば
し
エ
ビ
を
揚
げ
る

衣
は
、
グ
ル
テ
ン
の
生
成
を

抑
え
た
小
麦
粉
を
ブ
レ
ン
ド

し
、
軽
い
食
感
を
実
現
し
た

食
研
天
ぷ
ら
粉
。
こ
の
サ
ク

ッ
と
歯
切
れ
の
良
い
天
ぷ
ら

を
揚
げ
て
い
た
の
は
、
天
ぷ

ら
職
人
で
は
な
く
、
何
と
営

業
員
！
　
実
は
同
社
に
営
業

部
は
存
在
せ
ず
、
「
営
業
技

術
部
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
自
社
商
品
の
調
理
法
や
販

売
方
法
、
原
価
計
算
に
至
る

ま
で
、
全
て
を
顧
客
に
提
案

す
る
の
が
同
社
の
営
業
ス
タ

イ
ル
。
だ
か
ら
、
営
業
員
で

も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
提
案
が
で
き
る
よ
う
、
調

理
の
腕
を
磨
い
て
い
る
の

だ
。全
商
品
を
自
社
開
発
し
、

製
造
か
ら
販
売
ま
で
を
手
掛

け
る
「
製
販
一
貫
モ
デ
ル
」

は
そ
う
し
た
営
業
力
と
国
内

外
約
４
０
０
人
の
研
究
開
発

部
員
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
展
示
会
に
話
を
戻
そ
う
。

う
ど
ん
、
和
惣
菜
、
ハ
ン
バ

ー
グ
、か
ら
揚
げ
、カ
レ
ー
、

と
ん
か
つ
の
ブ
ー
ス
が
次
々

に
登
場
。
い
ず
れ
の
商
品
に

も
、
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て

い
る
。

　
例
え
ば
、
一
般
的
な
冷
凍

ハ
ン
バ
ー
グ
の
肉
比
率
は
お

よ
そ

％
程
度
な
の
に
対

し
、
食
研
ハ
ン
バ
ー
グ
は


％
と
手
作
り
レ
ベ
ル
。
食
研

か
ら
揚
げ
は
、
鶏
肉
を
生
の

ま
ま
凍
結
す
る
「
生
仕
上
げ

製
法
」
だ
か
ら
ジ
ュ
ー
シ
ー

だ
。
ま
た
、
一
個
ず
つ
手
作

業
で
余
分
な
粉
を
落
と
し
て

い
る
か
ら
、
絶
妙
な
パ
リ
サ

ク
食
感
♪

　
そ
し
て
昨
年

月
に
新
発

売
さ
れ
た
、
食
研
エ
ビ
フ
ラ

イ
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ご
ち

そ
う
復
活
」
。
昔
は
プ
ロ
の

料
理
人
が
作
る
ご
ち
そ
う
だ

っ
た
エ
ビ
フ
ラ
イ
だ
が
、
安

価
な
冷
凍
品
が
流
通
す
る

今
、
衣
は
分
厚
い
の
に
エ
ビ

が
細
く
て
ガ
ッ
カ
リ
な
ん
て

こ
と
が
。
そ
こ
で
、
ひ
と
口

目
か
ら
お
い
し
い
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
エ
ビ
フ
ラ
イ
の

開
発
を
目
指
し
た
。
甘
み
や

う
ま
味
を
蓄
え
た
海
水
養
殖

の
エ
ビ
を
、
水
揚
げ
後
す
ぐ

氷
締
め
に
し
て
加
工
。
鮮
度

抜
群
だ
か
ら
、
エ
ビ
本
来
の

力
強
い
食
感
に
。
頭
側
は
伸

ば
さ
ず
、
ひ
と
口
目
の
食
べ

応
え
に
こ
だ
わ
っ
た
。
殻
む

き
、
背
ワ
タ
取
り
、
剣
先
カ

ッ
ト
な
ど
の
下
処
理
も
、
特

製
バ
ッ
タ
ー
と
ひ
き
た
て
の

パ
ン
粉
を
付
け
る
の
も
、
全

て
一
尾
ず
つ
丁
寧
に
手
作
業

で
行
う
と
い
う
。
ま
さ
に
、

ご
ち
そ
う
感
満
載
♪

　
会
場
中
央
部
分
に
は
、
今

年
６
月
登
場
予
定
の
新
ブ
ラ

ン
ド
「
食
研
酒
場
」
の
ブ
ー

ス
が
。３
種
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

牛
す
じ
煮
込
み
、豚
も
つ
煮
、

ご
ぼ
う
か
ら
揚
げ
が
お
披
露

目
さ
れ
た
。
牛
す
じ
も
豚
も

つ
も
、
た
れ
と
素
材
を
煮
込

む
だ
け
！

　
会
場
を
出
る
頃
に
は
お
腹

い
っ
ぱ
い
。
招
待
状
の
文
言

通
り
、
妥
協
の
な
い
味
づ
く

り
を
、
見
て
食
べ
て
体
感
で

き
た
。

　
か
つ
て
Ｋ
Ｏ
宮
殿
工
場
に

伺
っ
た
際
の
詳
細
は
別
の
機

会
に
譲
る
と
し
て
、
当
時
よ

り
ず
っ
と
大
き
く
成
長
し
た

日
本
食
研
グ
ル
ー
プ
。
２
０

１
９
年
に
は
初
期
投
資
額
２

５
０
億
円
と
い
う
第
二
の
宮

殿
「
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿

工
場
」
が
完
成
。
直
販
ゆ
え

顧
客
に
寄
り
添
え
る
企
画
開

発
力
と
販
売
力
、
そ
し
て
高

い
製
造
能
力
で
、
同
グ
ル
ー

プ
は
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す

る
だ
ろ
う
と
、
「
食
研
博
」

で
確
信
し
た
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

化
が
加
速
す
る
今
、
大
企
業
は

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
、
効
率
化
を
進
め
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
順

風
満
帆
に
思
え
る
企
業
で
も
、

成
功
の
裏
に
は
地
道
な
努
力
が

あ
る
。
世
界
最
大
級
の
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
、
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
事
例

は
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
示

し
て
い
る
。

　
マ
リ
オ
ッ
ト
は
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化

を
進
め
る
一
方
で
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
複
雑
化
や
デ
ー
タ
管
理

の
不
備
が
成
長
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
認
識
。
改
革
の

第
一
歩
と
し
て
、
（
１
）
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
「
見
え
る
化
」
、

（
２
）
デ
ー
タ
の
追
跡
と
正
確

性
の
確
保
、
（
３
）
シ
ス
テ
ム

導
入
時
の
文
書
化
、
（
４
）
責

任
の
明
確
化
と
い
う
基
本
的
な

施
策
を
徹
底
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
業
務
ス
ピ
ー
ド
が
約
２
倍

に
な
り
、
収
益
も
目
標
の
６
倍

を
達
成
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
以
前
に
、
ま
ず
組
織
の
「
足

元
を
固
め
る
」
こ
と
が
不
可
欠

だ
っ
た
の
だ
。

　
こ
れ
は
国
内
の
旅
館
業
や
ホ

テ
ル
業
に
も
示
唆
を
与
え
る
。

近
年
、
宿
泊
業
界
で
も
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
み
、
予
約
管
理
シ
ス

テ
ム
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
優

れ
た
技
術
を
導
入
し
て
も
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
が
整
理
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
十
分
な
効
果
は
得
ら

れ
な
い
。
例
え
ば
、
予
約
管
理

の
流
れ
を
明
確
に
し
、
ス
タ
ッ

フ
が
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
を
共
有

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
だ
け

で
、
業
務
の
無
駄
を
削
減
し
、

顧
客
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
の
活
用
も
重

要
だ
。
顧
客
の
好
み
や
宿
泊
履

歴
を
分
析
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

加
や
単
価
向
上
が
期
待
で
き

る
。
マ
リ
オ
ッ
ト
の
事
例
か
ら

学
ぶ
べ
き
は
、
最
新
技
術
に
頼

る
前
に
、
ま
ず
業
務
の
基
本
を

整
え
、
組
織
全
体
で
「
ど
こ
を

改
善
す
べ
き
か
」
を
明
確
に
す

る
こ
と
だ
。

　
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
に
浮
足
立

つ
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
社

の
強
み
と
課
題
を
見
極
め
、
基

本
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
長
期

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
。
最
新

技
術
は
、
そ
れ
を
支
え
る
基
盤

が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の
力
を
発

揮
す
る
の
だ
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
ブ
・
株

式
会
社
プ
ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト

　
内
藤
英
賢
）
　
＝
隔
週
掲
載

（１６）第３２６３号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）４月１４日（月曜日）

業
務
用
冷
蔵
庫
（
Ｓ
Ｕ
Ｒ


Ｌ
Ｖ
１
５
６
１
）

業
務
用
冷
蔵
庫
（
Ｓ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｖ
１
２
６
１
）

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
業
務
用

設
備
機
器
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
多
岐
に
展
開
す
る
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
産
機
シ
ス
テ
ム

ズ
（
東
京
都
墨
田
区
）
は
、

今
月
か
ら
業
務
用
冷
凍
・
冷

蔵
庫
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
Ｌ
Ｖ

シ
リ
ー
ズ
」
を
順
次
発
売
す

る
。

　
Ｌ
Ｖ
と
は
次
世
代
の
価
値

を
意
味
す
る
「
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｉ

ｎ
ｇ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
」
の
頭

文
字
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、

業
務
用
冷
凍
・
冷
蔵
庫
の
本

質
を
徹
底
的
に
見
直
し
た
。

　
最
大
の
特
長
は
、
業
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
省
エ
ネ
性
能

を
実
現
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
新
設
計
の
冷
却
ユ
ニ

ッ
ト
の
搭
載
や
制
御
方
法
の

見
直
し
を
図
り
、
ま
た
断
熱

性
能
も
向
上
さ
せ
た
。
た
て

型
冷
蔵
庫
Ｓ
Ｒ
Ｒ
―
Ｌ
Ｖ
１

２
８
１
Ｓ
の
場
合
で
、
２
０

０
７
年
モ
デ
ル
で
あ
る
Ｇ
シ

リ
ー
ズ
と
の
比
較
に
お
い
て

約

％
の
年
間
消
費
電
力
量

の
削
減
を
実
現
。
「
急
激
に

高
騰
し
て
い
る
電
気
料
金
へ

の
対
策
と
し
て
も
検
討
材
料

の
一
つ
に
挙
が
れ
ば
」
と
同

社
は
話
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

強
化
も
ポ
イ
ン
ト
。
奥
行
き

サ
イ
ズ
や
庫
内
中
柱
の
有

無
、
コ
ー
ル
ド
テ
ー
ブ
ル

（
よ
こ
型
）
の
右
ユ
ニ
ッ
ト

タ
イ
プ
な
ど
、
顧
客
か
ら
の

要
望
が
多
か
っ
た
仕
様
を
取

り
入
れ
、
標
準
品
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に

機
種
を
追
加
。

全
部
で
１
９
６
機
種
を
取
り

そ
ろ
え
、
多
様
な
厨
房
レ
イ

ア
ウ
ト
の
動
線
設
計
に
対
応

す
る
。

　
「
宿
泊
市
場
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
な
ど
に
よ
っ
て
急
激

に
需
要
は
回
復
し
て
い
る
も

の
の
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

の
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
労
働

環
境
の
改
善
は
待
っ
た
な
し

の
経
営
課
題
。
業
務
用
食
材

に
お
い
て
も
品
質
が
向
上
し

た
冷
凍
食
品
の
活
用
が
選
択

肢
と
し
て
広
が
っ
て
お
り
、

機
種
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
施

設
に
お
け
る
冷
凍
・
冷
蔵
容

量
の
最
適
化
に
も
貢
献
す

る
」
と
話
す
。

　
外
観
は
使
い
や
す
さ
の
追

求
と
空
間
へ
の
調
和
性
を
両

立
し
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
に
し
、
キ
ズ
や
汚
れ
に
強

い
ク
リ
ア
コ
ー
ト
仕
上
げ
の

ス
テ
ン
レ
ス
面
材
を
用
い
た

と
同
時
に
、
凹
凸
を
抑
え
た

本
体
形
状
に
施
し
た
。
庫
内

の
網
棚
と
ド
ア
ハ
ン
ド
ル
、

ハ
ン
ド
ル
ベ
ー
ス
を
抗
菌
仕

様
に
し
、
汚
れ
が
た
ま
り
に

く
い
形
状
に
見
直
す
こ
と

で
、
清
掃
性
と
衛
生
性
を
向

上
さ
せ
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ
ル
を
刷
新
し
た
。
高
輝

度
の
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
す

る
こ
と
で
見
や
す
い
温
度
表

示
と
し
、
機
器
状
況
の
お
知

ら
せ
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
表
示

に
す
る
こ
と
で
直
感
的
に
理

解
し
や
す
い
表
示
と
し
た
。

万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に

は
、

時
間
３
６
５
日
対
応

の
万
全
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
体
制
を
整
え
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ
・
厨
房

事
業
企
画
部
企
画
課
☎
０
３

（
６
３
６
４
）
３
４
５
０
。

　
Ａ
カ
ー
ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ

ム
は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
が
運

営
す
る
Ａ
カ
ー
ド
ホ
テ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
を
対
象

に
「
出
張
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
ホ
テ
ル
利
用
実
態
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を

実
施
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
２

０
２
５
年
の
出
張
に
伴
う
年

間
平
均
泊
数
は

泊
と
な

り
、
昨
年
よ
り
１
泊
減
少
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
調
査
は
今
年
１
月
８
～


日
の
期
間
、

～

代
の
Ａ

カ
ー
ド
会
員
４
９
７
１
人
を

対
象
に
実
施
し
た
。

　
出
張
に
伴
う
金
額
は
１
泊

１
万
円
程
度
の
予
算
が
多
い

が
、
実
際
の
宿
泊
金
額
は
８

千
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

２
千
円
の
開
き
が
あ
る
。
一

方
、
人
件
費
や
物
価
の
高
騰

を
背
景
に
、
宿
泊
料
金
は
年

々
上
昇
。
東
京
な
ど
都
市
部

の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
客
室

平
均
単
価
は
昨
年

月
時
点

で
２
万
円
ほ
ど
の
水
準
に
な

っ
て
お
り
、
出
張
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
１
泊
当
た
り
の

予
算
で
あ
る
１
万
円
を
大
き

く
超
え
て
い
る
。

　
１
年
以
内
で
出
張
規
定
の

宿
泊
費
の
上
限
が
上
が
っ
た

か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

３
割
弱
が
「
上
が
っ
た
」
と

回
答
。
同
社
は
「
今
後
は
企

業
側
に
も
予
算
を
含
む
出
張

規
定
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
」
と
み
て
い
る
。

　
実
際
の
宿
泊
利
用
金
額
の

実
額
を
「
実
費
精
算
」
と

「
定
額
制
」
の
金
額
の
乖
離

を
調
べ
て
み
る
と
、
定
額
制

で
宿
泊
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
は
８
千
円
台
と
７
千
円

台
の
回
答
の
合
計
が
半
数
以

上
（

・
６
％
）
を
占
め
る

の
に
対
し
、
実
費
精
算
で
宿

泊
す
る
の
は
８
千
円
台
、
次

い
で
１
万
円
台
の
回
答
が
多

く
、
合
計
で
半
数
近
く
（


・
３
％
）
を
占
め
る
結
果
に

な
っ
た
。
実
費
精
算
で
宿
泊

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

方
が
定
額
制
で
泊
ま
る
人
よ

り
、
よ
り
高
い
金
額
で
泊
ま

る
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
宿
泊
予
約
に
つ
い
て
は
、

「
自
分
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
予
約
す
る
」
が

％
に
達

し
て
い
る
。
過
去
５
年
間
平

均
で
も
約
７
割
の
比
率
を
占

め
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
予
約
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
が
気
に
入
れ
ば
定

宿
と
し
て
利
用
す
る
人
も
多

い
が
、
同
じ
ホ
テ
ル
を
リ
ピ

ー
ト
し
た
い
と
思
う
理
由
の

１
位
は
宿
泊
料
金
の
納
得
感

で「
料
金
を
抑
え
て
食
事
代
、

土
産
代
に
あ
て
た
い
」
か
ら

だ
っ
た
。

や
さ
し
く
学
ぶ
　
エ
ア
ラ
イ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

Ｊ
Ａ
Ｌ
航
空
み
ら
い
ラ
ボ
著

　
昨
年
６
月
に
設
立
し
た
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
調
査
・
研
究
を
担

う
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
航
空
み
ら
い
ラ

ボ
」
が
、
同
社
が
行
う
大
学

講
義
の
資
料
を
も
と
に
、
航

空
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
課
題

を
ま
と
め
た
初
の
著
書
。

　
同
ラ
ボ
が
大
学
講
義
で
使

用
し
て
き
た
資
料
を
も
と
に

全

章
で
航
空
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
を
体
系
的
に
解
説
。
世

界
と
日
本
の
航
空
事
情
に
は

じ
ま
り
、
業
界
の
歴
史
、
貨

物
・
旅
客
業
務
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
で
得
た
教
訓
と
、
そ

こ
か
ら
学
ん
だ
事
業
構
造
の

変
化
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
入
門
書
と
し
て
、
航
空
業

界
に
な
じ
み
の
な
い
読
者
に

も
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
図

表
や
グ
ラ
フ
を
多
用
し
、
専

門
用
語
を
か
み
砕
い
て
ま
と

め
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
働
く
社
員

の
体
験
談
を「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」

と
し
て
紹
介
し
、
各
章
末
に

は
理
解
度
を
確
認
で
き
る
小

テ
ス
ト
も
設
け
る
な
ど
、
読

者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
も

随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。

　
航
空
業
界
を
志
す
学
生
や

航
空
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

旅
行
業
界
関
係
者
に
と
っ
て

も
、
業
界
の
全
体
像
を
俯ふ

瞰か
ん

で
き
る
１
冊
。
航
空
ビ
ジ
ネ

ス
の
「
今
」
を
学
び
直
す
好

機
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
Ｂ
５
変
形
判
２
０
８
㌻
。

定
価
１
９
８
０
円
（
税
込

み
）。発
行
＝
イ
ン
プ
レ
ス
。

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
～
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
考
え
る
高
付
加
価
値
化

観
光

徳
江
順
一
郎
編
著

　
ブ
ラ
ン
ド
上
に
魅
力
的
な

ス
ト
ー
リ
ー
と
独
自
性
、
希

少
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
最
上
位
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

獲
得
し
、
高
価
格
販
売
を
可

能
に
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

戦
略
は
、
激
化
す
る
市
場
競

争
を
勝
ち
抜
く
戦
略
の
一
つ

と
い
え
る
。
観
光
に
お
い
て

も
急
速
に
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
「
高
付
加

価
値
化
観
光
」
だ
。

　
本
書
で
は
ホ
テ
ル
を
中
心

に
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
の
本

質
と
そ
の
市
場
構
成
者
を
検

討
し
、
高
付
加
価
値
化
観
光

を
取
り
巻
く
状
況
と
展
望
を

事
例
と
と
も
に
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
。

　
帝
国
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

の
御
三
家
を
は
じ
め
と
し
た

「
迎
賓
館
」
と
し
て
の
役
割

を
持
つ
日
本
の
ホ
テ
ル
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
日
本
が

真
の
観
光
立
国
を
実
現
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
導
く
。

　
Ａ
５
判
、
２
２
４
㌻
。
定

価
税
込
み
２
８
６
０
円
。
発

行
同
文
舘
出
版
。


